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　文と文との意味のつながりに注意したり，文の構成についての理解を深めたりすることができるようにする。

指導のねらい

A 4　文と文との意味のつながりを理解し，文の論理を考えて書く。 正答率60.6％

課題の見られた問題の概要と結果

〔第５学年及び第６学年〕　B　書くこと
エ　事象と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

〔第３学年及び第４学年〕　言語事項
（1）オ　（ウ）　文と文との意味のつながりを考えながら，指示語や接続語を使うこと。

学習指導要領における領域・内容

　　は課題を取り立てて指導する場合，　　　は課題の解決を図る単元を通して指導する場合の具体例授業アイディア例 例1 例2

例1 調査報告文を書くために，必要となる複数の文を一文に要約することで，文と文との意味のつながりに注意する。

例2 文の意味を分かりやすくするために，長い一文を複数の文に分けて書くことで，文の構成についての理解を深める。

１　調査報告文を書くために，収集
した資料を読む。
例：平成19年度調査B2【資料1】

第一次
○　一文が長くなることで，文の意味が分かりにく
くなる事例について話し合い，学習課題「一文の
意味を分かりやすくしよう」を設定する。
例：平成20年度調査A3「文章を推敲する」

第三次
○　学習を振り返り，意味が分かりにくい長い一文
を複数の文に分けて書くことの効果についてまと
める。

第ニ次
○　右の事例の意味が分かりにくくなっている理由
を話し合い，主語と述語に着目して一文を分けた
上で，接続関係を整えて複数の文に分けて書く。

○　以前書いた意見文などを読み返して，意味が分
かりにくい長い一文を取り出し，複数の文に分け
て書く。

３　上記2を踏まえて，そのほかに
必要な箇所を要約しながら，調査
報告文を作成する。
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２　資料の中から報告する箇所を選
び，文と文との意味のつながりを
考えながら，一文に要約する。
○　話題の中心的な文に着目する。
○　反復する言葉に着目する。
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